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【補正対象項目名】全文
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠隔制御機器および該遠隔制御機器がブロードキャスト送信する直接命令信号を受信す
る少なくとも１以上の被制御機器とともに遠隔制御システムを構成する電子機器であって
、
　上記遠隔制御機器から、当該電子機器および上記１以上の被制御機器に対してブロード
キャスト送信される直接命令信号を受信する第１受信部と、
　上記被制御機器が上記遠隔制御機器から受信した上記直接命令信号にしたがって生成し
た間接命令信号を、上記１以上の被制御機器それぞれから受信する第２受信部と、
　上記第１受信部によって受信された上記直接命令信号、および、上記第２受信部によっ
て受信された上記１以上の間接命令信号を含む信号グループの中から、応答が必要な本来
の命令信号を所定の規則にしたがって１つ選択する信号選択手段を備えている制御部とを
備え、
　上記制御部は、さらに、
　　上記直接命令信号または上記間接命令信号に応答して処理を行う命令信号処理部に対
して、上記信号グループの中で、上記信号選択手段によって選択されなかった命令信号が
供給されないように、上記命令信号をブロックする信号ブロック手段と、
　　上記第１受信部または上記第２受信部が命令信号を受信したときから経過時間を計測
する計時手段と、
　　上記直接命令信号の受信を送信元の遠隔制御機器に関連付けて管理するとともに、上
記間接命令信号の受信を送信元の被制御機器ごとに管理する入力信号管理手段とを備え、
　　上記入力信号管理手段は、上記計時手段が計時する所定の時間内に受信された各命令
信号を同一の信号グループと判断し、
　　上記信号ブロック手段は、上記計時手段が計時する経過時間が所定の時間に達するま
での期間、上記信号選択手段によって選択されなかった命令信号のブロックを行うことを
特徴とする電子機器。
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【請求項２】
　上記入力信号管理手段は、
　上記計時手段が計時する所定の時間内に、送信元の機器が同一である命令信号が２つ受
信された場合に、後で受信された方の命令信号は、先の命令信号が属するのとは異なる信
号グループに属すると判断することを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　上記間接命令信号には、送信元の被制御機器が該間接命令信号に対応する直接命令信号
を受信した受信時刻が含まれており、
　上記入力信号管理手段は、
　上記直接命令信号を上記第１受信部が受信した受信時刻と、上記間接命令信号に含まれ
る受信時刻とを管理し、
　各受信時刻同士が所定の閾値内で近似する場合に、当該受信時刻に受信された各命令信
号を同一の信号グループと判断することを特徴とする請求項２に記載の電子機器。
【請求項４】
　上記制御部は、
　当該電子機器の処理能力と、上記直接命令信号または上記間接命令信号のデータ量とを
少なくとも考慮して求められた予測所要時間に応じて、上記計時手段が計時すべき所定の
時間を算出するブロック期間算出手段を備えていることを特徴とする請求項１から３まで
のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項５】
　上記遠隔制御システムには、当該電子機器および上記被制御機器を操作可能な操作信号
を出力する操作部が設けられており、
　当該電子機器は、上記操作信号を上記操作部より受信する第３受信部を備え、
　上記所定の規則とは、
　上記操作信号を、常に本来の命令信号として選択する
という規則であり、
　上記信号選択手段は、上記規則にしたがって、上記第３受信部によって受信された上記
操作信号を本来の命令信号として選択することを特徴とする請求項１から４までのいずれ
か１項に記載の電子機器。
【請求項６】
　上記制御部は、
　上記遠隔制御機器から送信された直接命令信号が、当該電子機器および上記１以上の被
制御機器のうち、いずれの機器に宛てられたものであるのかを、上記遠隔制御機器を操作
するユーザに問合せて、ユーザからの回答を受け付けるためのダイアログを生成するダイ
アログ処理手段を備え、
　上記信号選択手段は、ダイアログ処理手段を介して受け付けられたユーザの回答に基づ
いて、本来の命令信号を選択することを特徴とする請求項１から４までのいずれか１項に
記載の電子機器。
【請求項７】
　遠隔制御機器および該遠隔制御機器がブロードキャスト送信する直接命令信号を受信す
る少なくとも１以上の被制御機器とともに遠隔制御システムを構成する電子機器であって
、
　上記遠隔制御機器から、当該電子機器および上記１以上の被制御機器に対してブロード
キャスト送信される直接命令信号を受信する第１受信部と、
　上記被制御機器が上記遠隔制御機器から受信した上記直接命令信号にしたがって生成し
た間接命令信号を、上記１以上の被制御機器それぞれから受信する第２受信部と、
　上記第１受信部によって受信された上記直接命令信号、および、上記第２受信部によっ
て受信された上記１以上の間接命令信号を含む信号グループの中から、応答が必要な本来
の命令信号を所定の規則にしたがって１つ選択する信号選択手段を備えている制御部と、
　当該電子機器が最近応答した命令信号が、上記遠隔制御機器および上記１以上の被制御
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機器のうち、いずれの機器から送信されたものであるのかを示す直前動作モードを記憶す
るモード記憶部とを備え、
　上記所定の規則とは、
　同一の信号グループに属する命令信号の中で上記直前動作モードが示す機器からの命令
信号を選択する
という規則であり、
　上記信号選択手段は、上記規則にしたがって、上記直前動作モードが示す機器から受信
された命令信号を本来の命令信号として選択することを特徴とする電子機器。
【請求項８】
　遠隔制御機器および該遠隔制御機器がブロードキャスト送信する直接命令信号を受信す
る少なくとも１以上の被制御機器とともに遠隔制御システムを構成する電子機器であって
、
　上記遠隔制御機器から、当該電子機器および上記１以上の被制御機器に対してブロード
キャスト送信される直接命令信号を受信する第１受信部と、
　上記被制御機器が上記遠隔制御機器から受信した上記直接命令信号にしたがって生成し
た間接命令信号を、上記１以上の被制御機器それぞれから受信する第２受信部と、
　上記第１受信部によって受信された上記直接命令信号、および、上記第２受信部によっ
て受信された上記１以上の間接命令信号を含む信号グループの中から、応答が必要な本来
の命令信号を所定の規則にしたがって１つ選択する信号選択手段を備えている制御部とを
備え、
　上記遠隔制御機器からブロードキャスト送信される直接命令信号には、当該直接命令信
号が、当該電子機器および上記１以上の被制御機器のうち、いずれの機器に宛てられたも
のであるのかを示す機器指定情報が含まれており、
　上記所定の規則とは、
　同一の信号グループに属する命令信号の中で上記機器指定情報が示す機器からの命令信
号を選択する
という規則であり、
　上記信号選択手段は、上記規則にしたがって、上記機器指定情報が示す機器から受信さ
れた命令信号を本来の命令信号として選択することを特徴とする電子機器。
【請求項９】
　遠隔制御機器および該遠隔制御機器がブロードキャスト送信する直接命令信号を受信す
る少なくとも１以上の被制御機器とともに遠隔制御システムを構成する電子機器であって
、
　上記遠隔制御機器から、当該電子機器および上記１以上の被制御機器に対してブロード
キャスト送信される直接命令信号を受信する第１受信部と、
　上記被制御機器が上記遠隔制御機器から受信した上記直接命令信号にしたがって生成し
た間接命令信号を、上記１以上の被制御機器それぞれから受信する第２受信部と、
　上記第１受信部によって受信された上記直接命令信号、および、上記第２受信部によっ
て受信された上記１以上の間接命令信号を含む信号グループの中から、応答が必要な本来
の命令信号を所定の規則にしたがって１つ選択する信号選択手段を備えている制御部とを
備え、
　上記遠隔制御機器からブロードキャスト送信される直接命令信号には、当該直接命令信
号の目的を指定する目的指定情報が含まれており、
　上記所定の規則とは、
　同一の信号グループに属する命令信号の中で上記目的指定情報が示す目的を達成する機
器からの命令信号を選択する
という規則であり、
　上記信号選択手段は、上記規則にしたがって、上記目的指定情報が示す目的を達成する
機器から受信された命令信号を本来の命令信号として選択することを特徴とする電子機器
。
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【請求項１０】
　遠隔制御機器および該遠隔制御機器がブロードキャスト送信する直接命令信号を受信す
る少なくとも１以上の被制御機器とともに遠隔制御システムを構成する電子機器であって
、
　上記遠隔制御システムには、当該電子機器を操作可能な操作信号を出力する操作部が設
けられており、
　上記遠隔制御機器から、当該電子機器および上記１以上の被制御機器に対してブロード
キャスト送信される直接命令信号を受信する第１受信部と、
　上記被制御機器が上記遠隔制御機器から受信した上記直接命令信号にしたがって生成し
た間接命令信号を、上記１以上の被制御機器それぞれから受信する第２受信部と、
　上記操作信号を上記操作部より受信する第３受信部と、
　上記第１受信部によって受信された上記直接命令信号、および、上記第２受信部によっ
て受信された上記１以上の間接命令信号を含む信号グループの中から、応答が必要な本来
の命令信号を所定の規則にしたがって１つ選択する信号選択手段を備えている制御部とを
備え、
　上記所定の規則とは、
　上記第３受信部が受信した上記操作信号が、上記遠隔制御機器からブロードキャスト送
信される直接命令信号を受信する動作に関するアプリケーションの起動を指示する信号で
ある場合に、当該電子機器が上記操作信号にしたがって上記アプリケーションを起動して
いる間は、１の信号グループの中の上記遠隔制御機器からの直接命令信号を選択する
という規則であり、
　上記信号選択手段は、上記規則にしたがって、当該電子機器が上記アプリケーションを
起動している間は、上記遠隔制御機器から受信された直接命令信号を本来の命令信号とし
て選択することを特徴とする電子機器。
【請求項１１】
　上記制御部は、
　上記直接命令信号または上記間接命令信号に応答して処理を行う命令信号処理部に対し
て、上記信号グループの中で、上記信号選択手段によって選択されなかった命令信号が供
給されないように、上記命令信号をブロックする信号ブロック手段を備えていることを特
徴とする請求項７から１０までのいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１２】
　上記信号ブロック手段は、上記命令信号処理部が、上記信号選択手段によって選択され
た本来の命令信号を処理している間、選択されなかった命令信号のブロックを行うことを
特徴とする請求項１１に記載の電子機器。
【請求項１３】
　上記制御部は、さらに、
　上記第１受信部または上記第２受信部が命令信号を受信したときから経過時間を計測す
る計時手段を備え、
　上記信号ブロック手段は、上記計時手段が計時する経過時間が所定の時間に達するまで
の期間、上記信号選択手段によって選択されなかった命令信号のブロックを行い、
　上記制御部は、さらに、
　当該電子機器の処理能力と、上記直接命令信号または上記間接命令信号のデータ量とを
少なくとも考慮して求められた予測所要時間に応じて、上記計時手段が計時すべき上記所
定の時間を算出するブロック期間算出手段を備えていることを特徴とする請求項１１に記
載の電子機器。
【請求項１４】
　当該電子機器は、映像信号を表示部に出力する映像表示装置であって、
　上記制御部は、
　上記直接命令信号および上記１以上の間接命令信号のうちのいずれかの命令信号にした
がって映像信号を生成する映像信号生成手段を備え、
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　上記信号ブロック手段は、
　上記信号グループの中で、上記信号選択手段によって選択されなかった命令信号が上記
映像信号生成手段に供給されないように、上記命令信号をブロックすることを特徴とする
請求項１～６、および、１１～１３のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１５】
　上記直接命令信号は、画像を格納する画像領域と、上記電子機器または上記被制御機器
に特定の動作を実行させるための命令である処理指定情報を格納するメタデータ領域とを
含んで構成された画像データであり、
　上記間接命令信号は、上記画像を表示部に表示するための映像信号と当該映像信号に入
力を切り換えるよう当該電子機器に要求する信号とを含み、
　上記映像信号生成手段は、上記信号選択手段の選択に応じて、
　　（１）上記直接命令信号に含まれる処理指定情報にしたがって処理を実行した結果を
映像信号として出力する動作
　　（２）上記間接命令信号にしたがって上記画像の映像信号を出力する動作
のいずれかを実行することを特徴とする請求項１４に記載の電子機器。
【請求項１６】
　遠隔制御機器と、
　該遠隔制御機器がブロードキャスト送信する直接命令信号を受信する少なくとも１以上
の被制御機器と、
　請求項１から１５までのいずれか１項に記載の電子機器とを含むことを特徴とする遠隔
制御システム。
【請求項１７】
　遠隔制御機器および該遠隔制御機器がブロードキャスト送信する直接命令信号を受信す
る少なくとも１以上の被制御機器とともに遠隔制御システムを構成する電子機器における
信号処理方法であって、
　上記遠隔制御機器から、上記電子機器および上記１以上の被制御機器に対してブロード
キャスト送信される直接命令信号を受信する直接命令信号受信ステップと、
　上記被制御機器が上記遠隔制御機器から受信した上記直接命令信号にしたがって生成し
た間接命令信号を、上記１以上の被制御機器それぞれから受信する間接命令信号受信ステ
ップと、
　上記直接命令信号受信ステップまたは上記間接命令信号受信ステップにて命令信号を受
信したときから経過時間を計測する計時ステップと、
　上記直接命令信号の受信を送信元の遠隔制御機器に関連付けて管理するとともに、上記
間接命令信号の受信を送信元の被制御機器ごとに管理する入力信号管理ステップと、
　上記直接命令信号受信ステップにて受信された上記直接命令信号、および、上記間接命
令信号受信ステップにて受信された上記１以上の間接命令信号を含む信号グループの中か
ら、応答が必要な本来の命令信号を所定の規則にしたがって１つ選択する信号選択ステッ
プと、
　上記直接命令信号または上記間接命令信号に応答して処理を行う命令信号処理部に対し
て、上記信号グループの中で、上記信号選択ステップにて選択されなかった命令信号が供
給されないように、上記命令信号をブロックする信号ブロックステップとを含み、
　上記入力信号管理ステップでは、上記計時ステップにて計時される所定の時間内に受信
された各命令信号を同一の信号グループと判断し、
　上記信号ブロックステップでは、上記計時ステップにて計時される経過時間が所定の時
間に達するまでの期間、上記信号選択ステップにて選択されなかった命令信号のブロック
を行うことを特徴とする信号処理方法。
【請求項１８】
　コンピュータを、請求項１から１５までのいずれか１項に記載の電子機器の制御部の各
手段として機能させるための信号処理制御プログラム。
【請求項１９】
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　請求項１８に記載の信号処理制御プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記
録媒体。
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